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居場所事業
相談事業

アウトリーチ事業

設立のきっかけ
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訪問型の支援
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幼稚園生レベルの知的能力しかない
保護者のご家庭

お部屋の片づけが出来ません。
お料理も出来ないので食事はいつも

買ってきた物。

ホコリが原因で火事になってしまっ
たことも・・
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左：寝室。床が抜けてしまっているので布団を敷き詰めて穴を塞いでいます。
ここでネズミが大量発生しました。

右：居間。ここも床が抜けてしまっているので段ボールで穴を塞いでいます。
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息子：「パパ、今日もサッカーでゴール決め
たよ！」

パパ：「すごいなー。でも勉強もしないとダ
メだぞ。」

勉強ももっと頑張ってほしいな。
子どもたちが大きくなる前にもっと貯金しな
いと・・

息子：「ママ、お腹すいたね。」
ママ：「そうだね。でも、もう食べる物何にもな

いの。ママ、お仕事も出来ないからお家
にはお金もないの。ごめんね。」

息子：「ボクがいるからママに迷惑かけてごめん
なさい。」

ママ：「今から二人で死のうか。」
息子：「それでママが大変じゃなくなるならボク

はそれでいいよ・・・」

一般家庭 私たちが訪問している家庭
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子どもの貧困とは
平均的な所得の半分に満たない世帯で暮らす18歳未満の子ども

13.5% 7人に1人
日本の子どもの貧困率

先進諸国でも最悪なレベル
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保護者の状況

・知的障がい・発達障がいを抱えている

・過剰服薬・薬物依存で自殺企図を繰返す

・アルコール依存症で子どもに暴力を繰返す

・双極性障がいやパーソナリティ障がい等
の精神疾患を抱えている

・うつ病が悪化し心中企図を繰返す

・交際相手と一緒に子どもに虐待を繰返す

家庭の環境

・ゴミ屋敷のような家の中

・悪臭が充満する家の中

・家中にペット等の排泄物がある

・金銭管理が出来ずライフラインが停止
されてしまう

・健康を維持するために必要な栄養を食
事でとることが出来ないことがある
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貧困の中で生きる子どもの実状

生きる力の低下

自分が産まれた時から、親は働いておらず、
部屋の中はゴチャゴチャ。
食事はコンビニ弁当。
それが当たり前。
違和感を持つとこさえない。
だから困ってもいない。

9



子どもの生きる力

・自分の実状に向き合い、困りごとを認識できること

・周りに助けを求めることができること

・危険を回避する能力や技術を身につけ、困難なできごとに立ち向か
うことができること

・自分を信じ、将来に希望を持って生きることができること
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何度も妊娠・中絶を繰り返す
暴力事件や詐欺事件を起こしてしまう
家族を刺してしまった
虐待を受けていても声を挙げることが出来ない
自殺未遂を繰り返す
自ら命を絶ってしまう
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子どもたちとのかかわり

やりたいことなん
て何もない・・
死んでしまいたい

そっか・・
それはとてもしん
どかったね。

私たちがいるよ。
もう一人じゃない

よ。

話してくれてあり
がとう。

どうしたらそれが
出来るか一緒に考
えて一緒に動いて

みよう！

ずっと味方だよ。
ずっと応援して

るよ！

生きる力が低下し
た状態

生きる力が溜
まってきた状態

自立・又は自立に向
かって歩める状態
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内閣府からの評価
全国的にこの支援手法が広まっ

てきている。
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立ち直れない想い。
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もう、何年も前の話になります。
14歳の女の子を担当しました。

その子は、継父からの性虐待を受けていました。
そのことに気づいた母からは身体的虐待を受けました。

何度も何度も面談をし、その子の意思を確認し福島県から何百キロも離れた地への移送が決定しました。

14歳の女の子がたった一人で、それでも新たな地での希望に溢れた生活を夢見て出発しました。

それから程なくして、彼女から毎日のように電話が来ました。
淋しい。誰も頼れる人がいない。福島に帰りたいと。

泣きながら訴えてきました。
あれ程までに傷つけられても、母のもとに帰りたいと泣きました。

2年が経過したある日、施設から電話がありました。
彼女がいなくなった。と。

彼女から、私の職場に連絡が入りました。
彼女は、淋しさのあまり、福島県に戻ってきてしまっていたのです。

私は彼女に会いませんでした。会ってしまうことは無責任だと、あの時の私が考えた精一杯の応えでした。
「山下さんに会いたい。」それが彼女の最後の言葉でした。
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彼女の16年間という人生への想い。
生きる力を育むことが出来なかったことへの後悔。

この想いを胸に、日々、子どもたちのもとへと向かいます。
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応援・ご協力いただきたいこと
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子どもとの時間軸・費用

• 通常訪問：1回2000円（学習施設利用1回1000円）
子どものありのままを

受け止める時間

• 生活支援、食育講座の調理等：1回3000円

• ネット利用での学び：Wi-Fi 1ヶ月利用5000円

子どもが自分の言葉で想いを伝え

てくれるまで

そして動き出す時

• キャンプ：1回7000円
子どもが他者と関わること

で学びを得る時間
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地域のみなさん・企業さんからのサポート

子どもの願いを叶えてくれる企業さん
（職場見学・ボランティア受入等）

お金を寄付してくれる方 食べものや服などの日用品を
寄付してくれる多くの方

一緒に片付けてくれる
近所の方

住まいを確保してくれる
不動産屋さん

子どもと一緒に遊んでくれる
ボランティアさん

アルコール依存症の親が
お酒を飲まないように注
意してくれる居酒屋さん
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支援成果

会話が出来るよう
になりました。

笑ってくれるよう
になりました。

学校に行けるよう
になりました。

進学率100％
好きな人ができま

した。

そして、幸せになりたいと願えるようになりました。
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アウトリーチ事業からのお知らせ

ノウハウ本の配布

アウトリーチ支援に関する
ノウハウをまとめた本を
無料で配布しております。
ご希望の方は、下記の
連絡先までご連絡ください。
（内閣府のHPで紹介されました！）

アウトリーチ事業
インスタグラム

連絡先

住 所 〒963-8022
郡山市西ノ内 1丁目 21-4 白龍ビル 205

電話番号 090-8567-4121(担当者直通)

アウトリーチ事業
ツイッター

マンスリーサポーター
単発での寄付
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「子どもの貧困」

この問題を解決していくには、
子どもの生きる力を育み、子どもが
自分の人生を自分の手で切り拓く力
をつけるための取組みが必要です。
そのための活動資金がありません。

子どもたちの命が明日へ繋がること
を願って、地域のみなさま、企業の
みなさまと一緒に子どもが安心して
暮らせる社会をつくっていきたいと

思っています。

ご協力よろしくお願いいたします。
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ご清聴 ありがとうございました。
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